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【
練
馬
・

書
記
・
奈
良

憲
成
通
信

員
】
4
月
11

日
、
練
馬
支

部
会
館
に
て

第
63
回
支
部

定
期
大
会
が

代
議
員
32

人
、
支
部
役

員
21
人
、
特

別
代
議
員
3

人
の
計
56
人

の
出
席
に
よ

り
、
本
会
議

の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

福
岡
執
行
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
、
池
田
書
記
長
に
よ
る
基
調
報

告
の
重
点
提
案
の
後
、
大
泉
東
分

会
か
ら
は
事
前
提
出
済
み
の
大
会

修
正
案
「
拡
大
運
動
の
年
間
実
増

の
表
彰
に
つ
い
て
」
、
「
分
会
表

彰
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
に
関
し

て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
答

弁
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
他
、

住
宅
デ
ー
や
地
域
団
体
と
の
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
も
複
数
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
基

調
報
告
と
予
算
案
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
分
会
活
動
経
験
報
告
に

つ
い
て
、
土
支
田
分
会
「
若
者
世

代
の
組
合
活
動
参
加
に
よ
る
分
会

活
動
の
前
進
」、谷
原
台
分
会「『
働

き
盛
り
世
代
交
流
会
』
の
経
過
と

特
徴
」
、
そ
し
て
和
嶋
副
委
員
長

に
よ
る
特
別
報
告
「
危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
撤
去
助
成
制
度
の
活
用
」

の
3
テ
ー
マ
の
登
壇
報
告
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、今
大
会
は「
分

会
経
験
報
告
集
」
で
確
認
い
た
だ

き
、
別
の
機
関
会
議
等
で
あ
ら
た

め
て
報
告
の
機
会
を
設
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
で
す
。
委

員
長
・
福
岡
忠
行
。
副
委
員
長
・

上
原
誠
、
可
兒
美
憲
、
伊
藤
慶
一

郎
、
和
嶋
英
人
、
上
原
良
子
。
書

記
長
・
池
田
直
隆
。
書
記
次
長
・
佐

藤
大
地
、
亀
川
佑
介
、
友
成
京
介
。

渡辺委員長（中央）を中心に団結ガンバロー

【
北
・
書
記
・
高
橋
伸
明
通
信

員
】
4
月
12
日
、
東
京
土
建
北
支

部
会
館
に
お
い
て
、
第
72
回
北
支

部
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
31
人
と
な
り
ま
し

た
。9

時
45
分
の
開
会
宣
言
で
始
ま

り
、
後
継
者
対
策
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
専
門
部
会
へ
の
参
加

を
若
年
層
へ
広
げ
る
事
や
、
社
会

保
障
対
策
と
し
て
特
定
健
診
と
個

別
サ
ポ
ー
ト
の
利
用
率
ア
ッ
プ
を

め
ざ
す
事
、
群
オ
ル
グ
の
積
極
的

な
取
組
み
な
ど
書
記
長
の
次
年
度

方
針
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
運
動
方
針
案
提
案
・
予

算
案
提
案
と
も
多
数
の
賛
成
に
よ

り
承
認
と
な
り
、
新
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

新
4
役
は
以
下
の
皆
さ
ん
で

す
。
委
員
長
・
渡
辺
勝
二
。
副
委

員
長
・
石
川
信
一
、
中
西
昭
一
、

岩
瀬
実
、
宮
下
幸
則
。
書
記
長
・

岡
村
茂
寿
。
書
記
次
長
・
小
池
正

樹
、
和
田
光
太
郎
。

あいさつする福岡委員長

【
板
橋
・
書
記
・
武
田
栄
一
通

信
員
】
4
月
12
日
、
支
部
会
館
で

第
64
回
板
橋
支
部
定
期
大
会
を
開

催
。
代
議
員
15
人
、
役
員
15
人
、

特
別
代
議
員

4
人
、
合
計

34
人
の
参
加

で
し
た
。

開
会
に
あ

た
っ
て
野
崎
委
員
長
よ
り
、
「
春

本
番
拡
大
の
成
功
で
5
0
0
0
人

支
部
の
死
守
」
に
つ
い
て
改
め
て

決
意
を
固
め
あ
う
大
会
と
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
書
記
長
の
基
調
報
告
で

は
、
2
0
2
0
年
度
を
む
か
え
る

に
あ
た
っ
て
の
4
つ
の
柱
を
確
認

し
、
不
十
分
な
点
に
つ
い
て
は
新

執
行
部
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

報
告
さ
れ
、
特
に
土
建
国
保
を
守

る
闘
い
の
強
化
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
は
、
組
合
員
を
守
る
立
場
で
情

報
を
集
め
る
こ
と
が
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
最
後
に
全
体
の
拍
手

で
方
針
を
確
認
し
ま

し
た
。

新
4
役
は
次
の
通

り
。
委
員
長
・
野
崎

邦
治
。
副
委
員
長
・

須
賀
朗
、
桜
井
雄
一
、
人
見
大
、

林
賢
二
郎
、
穴
澤
秀
康
。書
記
長
・

山
本
清
志
。
書
記
次
長
・
小
林
宙
、

山
岸
慎
、
森
千
恵
子
、
山
中
大
輔
。

【
豊
島
・
書
記
・
川
合

正
人
通
信
員
】4
月
12
日
、

豊
島
支
部
第
66
回
支
部
定

期
大
会
が
、
豊
島
支
部
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
1
年
間
、
5
カ
年
計

画
の
最
終
年
と
し
て
様
々

な
運
動
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。計
画
の
柱
の「
組

織
強
化
」
を
重
点
に
、
後

継
者
対
策
部
を
中
心
に
群

会
議
オ
ル
グ
や
ウ
ッ
ド
ラ

イ
フ
フ
ェ
ス
な
ど
様
々
な
取
り
組

み
を
進
め
て
行
く
中
で
、
若
手
の

新
し
い
役
員
も
育
つ
と
い
う
到
達

点
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

内
外
に
も
非
常
に
影
響
力
を
与
え

る
運
動
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

7
年
連
続
で
の
組
織
増
勢
も
実
現

し
ま
し
た
。

大
変
厳
し
い
情
勢
の
中
、
仲
間

の
知
恵
と
力
で
新
た
な
運
動
を
構

築
し
て
、
建
設
産
業
の
民
主
化
の

た
め
に
団
結
し
て
闘
い
、
新
3
カ

年
計
画
で
さ
ら
な
る
運
動
を
す
す

め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
以
下
の
通
り
で
す
。

委
員
長
・
土
橋
弘
典
。
副
委
員
長

・
宮
本
卓
廣
、
梅
澤
光
法
、
桑
山

浩
司
。
書
記
長
・
大
浦
康
昭
。
書

記
次
長
・
佐
藤
広
平
、
川
合
正
人
、

寺
島
耕
平
。

広瀬前委員長（左）から土橋
新委員長にバトンタッチ

【
江
東
・

書
記
・
後
藤

哲
哉
通
信

員
】
緊
急
事

態
宣
言
を
受

け
、
開
催
で

き
な
か
っ
た

江
東
支
部
第

65
回
大
会

は
、
4
月
21

日
に
、
議
案

書
・
大
会
資

料
・
2
0
1

9
年
度
決
算

・
2
0
2
0

年
度
予
算
・
財
政
補
助
議
案
・
会

計
監
査
書
類
・
支
部
役
員
立
候
補

一
覧
を
郵
送
し
、
期
限
ま
で
に
異

議
等
が
な
か
っ
た
た
め
、
4
月
24

日
付
で
成
立
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
運
動
の
重
点

は
、
①
公
契
約
制
定
に
向
け
、
他

地
域
に
学
び
安
心
し
て
生
活
で
き

る
賃
金
・
労
働
環
境
が
確
保
で
き

る
よ
う
、
江
東
区
建
設
協
議
会
と

共
に
運
動
を
す
す
め
る
、
②
仲
間

の
健
康
を
守
る
た
め
、
受
診
率
向

上
を
目
標
に
、
日
曜
健
診
を
計
画

し
、
集
団
健
診
の
定
例
化
を
す
す

め
る
、
③
拡
大
で
は
実
増
を
め
ざ

し
、
3
5
0
0
人
組
織
の
回
復
を

展
望
。
昨
年
開
催
し
た
分
会
交
流

集
会
の
分
会
報
告
な
ど
か
ら
、
他

分
会
の
長
所
を
参
考
に
し
た
行
動

が
進
ん
で
い
る
。
教
訓
を
全
分
会

に
広
げ
、
目
標
達
成
を
め
ざ
す
、

で
す
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
大
木
栄
一
。
副
委
員
長
・
佐
伯

克
利
、
花
岡
康
雄
、
野
田
智
文
、

冨
樫
康
弘
。
書
記
長
・
大
勝
友
二
。

書
記
次
長
・
後
藤
哲
哉
、
村
瀬
健

一
郎
、
実
川
英
治
。

【
江
戸
川
・
書
記
・
中
村
安
彦

通
信
員
】
4
月
5
日
、
支
部
会
館

に
お
い
て
第
69
回
江
戸
川
支
部
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
仲

間
を
結
集
し
組
織
力
を
高
め
、
み

ん
な
の
力
で
希
望
あ
ふ
れ
る
建
設

産
業
に
変
え
て
い
こ
う
」
を
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
討
議
が
な
さ

れ
、
全
体
で
1
1
1
人
（
来
賓
含

む
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
議
長
団
に
清
水
副
委

員
長
と
佐
々
木
さ
ん（
中
央
分
会
）

を
選
出
し
て
始
ま
り
、
堀
川
委
員

長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

基
調
報
告
・
決
算
報
告
・
予
算
案

提
案
も
時
間
短
縮
で
簡
潔
に
行
な

わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
書
記
長
が
「
大
会
で

決
定
し
た
方
針
を
実
践
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
。
人
づ
く
り
を
大
事

に
組
織
実
増
・
頼
り
に
さ
れ
る
組

合
づ
く
り
を
」
と
討
論
の
ま
と
め

を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
大
会
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
採
択
し
、
新
執
行
部
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
参
加

者
全
員
で
「
緊
急
時
こ
そ
団
結
し

て
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
と
三
唱
し
大
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

新
4
役
は
以
下
の
通
り
。
委
員

長
・
堀
川
昭
義
。
副
委
員
長
・
遠

藤
喜
世
志
、
津
端
英
男
、
木
城
幸

二
、
髙
梨
俊
一
、
清
水
辰
夫
、
武

山
文
彦
。
書
記
長
・
釜
谷
邦
朗
。

書
記
次
長
・
中
村
安
彦
、
池
田
創
、

金
澤
勝
將
。

【
墨
田
・

書
記
・
鈴
木

和
幸
記
】
5

月
8
日
、
墨

田
支
部
会
館

に
て
第
62
回

定
期
大
会
を

開
催
。
当
初

4
月
12
日
に

開
催
予
定
で

し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止

の
た
め
延
期

と
な
り
、
今
年
は
通
常
開
催
で
は

な
く
、
あ
ら
か
じ
め
選
出
さ
れ
た

代
議
員
か
ら
書
面
議
決
書
を
提
出

し
て
も
ら
い
、
行
な
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
工

事
が
中
止
・
延
期
と
な
り
、
建
設

従
事
者
に
も
収
入
減
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
墨
田
支
部

は
防
災
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た

が
、
想
像
を
超
え
る
、
こ
の
目
に

見
え
な
い
難
敵
に
翻
弄
さ
れ
な
い

よ
う
、
仲
間
の
暮
ら
し
と
事
業
継

続
を
守
る
た
め
、
相
談
体
制
を
強

化
し
、
組
合
運
営
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

求

人

板
橋
、
豊
島
、
北

練
馬

城
北
ブ
ロ
ッ
ク

城
北
ブ
ロ
ッ
ク

公契約制定めざす
実増で３５００人に

積
極
的
に
群
オ
ル
グ

北

特
健
、個
別
サ
ポ
を
ア
ッ
プ

江
東

書面議決書で実施

３
カ
年
計
画
を
確
立

事業継続へ相談を強化

豊島

江東ブロック江東ブロック

新
委
員
長
に
土
橋
さ
ん

墨田、江東、江戸川

表彰について議論
経験報告はあらためて

墨
田

希
望
溢
れ
る
産
業
に
変
え
る

江戸川

人
づ
く
り
大
切
に

練
馬

５
０
０
０
人
を
守
る

板橋

土
建
国
保
の
闘
い
を
強
調


